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広
げ
吋
場
く
れ
た
。
話
し
て
い
る
う
・
:
英
語
を
知
る
人
が
聞
い
:

て
彼
女
は
ち
に
、
彼
女
が
行
き
た
い
た
ら
卒
倒
し
た
か
も
し
れ

〈
マ
サ
」
の
の
は
臼
杵
石
仏
だ
け
だ
っ
な
い
が
、
彼
女
は
何
と
か
:

1.l
i
sp
-
た
こ
と
が
分
分
か
っ
て
く
れ
た
。
別
れ
-

一面
倒

羽

q
A
か
っ
た
の
際
、
「
ワ
ス
キ
ハ
、
キ
レ

j
月
¥

で
、
軽
ト
ラ
イ
ナ
ト
コ
ロ
デ
ス
」
と
言

の
荷
台
に
自
転
車
を
載
せ
っ
て
く
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

て
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
た
し
は
「
オ
l
、
サ
ン

「
ウ
ェ
ア
l
フ
ロ
ー
ム
キ
ュ

l
」
と
応
じ
た
。

?
」
「
オ
ー
ス
ト
ラ
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ア
」
(
臼
杵
市
望
月
・
臼
歳
)

りい w、に
のて分行
男いかき
性るりた

軽く絞っ-c.Aを振り掛げ

る。

③カボスを 7対 3に横に切

り、中をくりぬく。

④10度の油でギンナンを揚げ

る。

⑤ソースを作る。

⑥②とカイワレを⑤のソース

、であえ、④と一緒にくりぬ

いたカボスに盛り付け、ク

リの渋皮煮を添える。

ギンナンと高野豆腐のモチモチサラダ
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【材料】

カボス 4個、ギンナン8個、

高野豆腐 l枚、 A (みりん大

さじ括、薄口しょうゆ大さじ

杉)、カイワレ菜巧パック、

揚げ油適宜、ソース(カボス

果汁大さじ 2、はちみつ大さ

じ括、オリーブ油大さじ 2、

「
地
元
」
の
力

地
域
力
創
造
7
つ
の
法
則

【
金
丸
弘
美
著
】
食
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
食
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
著
者
が

同
年
間
で
訪
れ
た
日
本
各
地

の
9
0
0力
所
か
ら
発
見
し

た
の
は
、
活
気
を
取
り
戻
し

た
地
域
に
共
通
す
る
七
つ
の

法
則
た
っ
た
。デ
ザ
イ
ン
力
、

-発
信
力
、
知
恵
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
力
、
編
集
力
、
伝

統
力
、
連
携
力
の
そ
れ
ぞ
れ

J

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
解
説
す
る
。
伝

統
力
の
例
と
し
て
、
県
内
か

ー
ら
は
臼
杵
市
の
町
並
み
保
存

と
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
地
元
」
の
力
を
見
い
だ

し
た
地
域
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
主
役
と
し

て
伸
び
て
い
く
、
と
著
者
。

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
生

き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の

知
恵
が
詰
ま
っ
た
一
冊
。
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イ
ク
メ
ン
企
画
に
期
待

婚
活
の
輸
を
広
げ
よ
う

広

島
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森
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O
昨
今
、
男
性
の
子
育
て
が
見
直

O
先
日
、
独
身
男
女
の
H

婚
活
(
結

さ
れ
、
育
児
や
家
事
に
積
極
的
に
取
婚
活
動
)

H

を
応
援
し
て
い
る
市
民

り
組
む
父
親
、
通
称
「
イ
ク
メ
ン
」
が
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
分
県
は
、
「
子
区
長
と
し
て
招
か
れ
、
出
席
し
た
。

育
て
満
足
度
日
本
ご
を
目
指
し
て
、
集
ま
っ
て
き
た
独
身
者
が
意
外
に
少

イ
ク
メ
ン
の
普
及
活
動
に
躍
起
だ
。
な
い
現
実
に
、
婚
活
支
援
の
難
し
さ

。
そ
ん
な
中
、
サ
ッ
カ
ー
J
2の
を
感
じ
た
。

大
分
ト
リ
ニ

l
タ
を
運
営
す
る
大
分

。
昔
は
地
域
に
H

世
話
焼
き
μ

と

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
県
に
協
力
い
わ
れ
る
人
が
い
て
、
常
に
独
身
者

す
る
形
で
、
「
イ
ク
メ
ン
&
タ
l
フ
に
目
を
向
け
、
親
身
に
世
話
を
し
て

キ
ッ
ズ
」
を
募
集
し
て
い
る
。
こ
れ
い
た
。
「
も
う
何
人
仲
人
を
し
た
」
と

は
、
希
望
す
る
父
親
と
小
学
生
以
下
誇
り
に
す
る
人
さ
え
い
た
が
、

今
で

の
子
ど
も
が
、
ト
リ
二
、l
タ
の
ホ
!
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
て
い
る
。

ム
ゲ
l
ム
で
ピ
ッ
チ
を
整
備
す
る
と

O
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
、

い

う

も

の

だ

。

「

結

婚

し

な

い

生

き

方

」

も

選

択

肢

。
ピ
ッ
チ
を
整
備
し
た
後
に
は
、
の
一
つ
と
な
る
な
ど
、
多
様
な
生
き

S
S席
で
試
合
を
観
戦
で
き
る
特
典
方
を
求
め
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

が
付
い
て
く
る
。
ま
た
、
ピ
ッ
チ
整

県
内
で
も
非
婚
化
が
進
み
、

ω歳
時

備
の
様
子
が
会
場
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ
の
男
性
の
場
合
、

8
人
に
l
人
が
結

ン
で
紹
介
さ
れ
る
。
婚
経
験
が
な
い
と
い
う
実
態
も
あ
る

。
私
は
、
こ
の
企
画
を
素
晴
ら
し
と
聞
く
。

い
と
思
う
。
親
子
で
ピ
ッ
チ
の
整
備

O
結
婚
し
な
い
若
者
が
増
え
て
い

を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
父
親
を
け
ば
、
老
老
介
護
や
独
り
暮
ら
し
老

見
直
し
た
り
、
子
ど
も
が
好
き
な
サ
人
の
増
加
な
ど
、
深
刻
な
事
態
が
懸

ッ
カ
l
の
試
合
を
親
子
で
観
戦
で
き
認
さ
れ
る
。
今
こ
そ
地
域
の
き
ず
な

る
か
ら
だ
。
多
く
の
親
子
が
応
募
す
を
深
め
、
未
婚
の
人
た
ち
に
目
を
向

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

け
て
、
婚
活
の
輸
を
広
げ
て
い
き
た

(
フ
リ
l
タ
l
)

い
も
の
だ
。

水
へ
の
感
謝
忘
れ
ず
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
魔
法

豊
後
大
野
市
秦
雪
子
(
臼
〉

0
9
月
下
旬
に
秋
ま
き
の
種
子
を

ま
い
た
。
だ
が
、
'雨
が
少
な
い
せ
い

か
、
な
か
な
か
発
芽
し
な
い
。
業
を

煮
や
し
、
水
道
水
を
や
っ
た
。

。
そ
の
時
、
ふ
と
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
一
と
い
う
言
葉
が

大
分
市
三
重
野
秀
子
(
臼
)

O
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
に
歌

手
、
中
島
啓
江
さ
ん
が
出
て
お
り
、

子
ど
も
の
こ
ろ
、
い
じ
め
を
受
け
て

い
た
と
話
し
て
い
た
。

。
あ
る
時
、
転
校
す
る
こ
と
に
な

り
、
母
親
か
ら
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
一
人
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